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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

卵巣機能不全による不妊は、同種造血幹細胞移植後の女性患者にとって重大な移植

後期合併症である。移植前処置の役割がより深く理解されてきており、強度を下げ

た移植前処置の適応が増えているにもかかわらず、同種造血幹細胞移植後の女性不

妊があるという事実は、移植前処置以外にも卵巣機能に影響を与えているものがあ

ることを示唆している。申請者らはドナーTリンパ球によって引き起こされる移植

片対宿主病（GVHD）が不妊の原因となっているのではないかという仮説を立てた。

造血幹細胞移植後の卵巣を病理組織学的に解析したところ、卵胞内の顆粒膜細胞に

近接してドナーTリンパ球の浸潤を認め、これにより卵胞内でのホルモン産生およ

び卵胞発育が障害されることを明らかにした。GVHD によって引き起こされる卵

巣機能不全と不妊は前処置とは独立したものである。GVHD 予防のための薬剤投

与を行うことで GVHD のダメージから卵巣を守り、妊孕性を維持することが可能

であった。今回申請者らは卵巣が GVHD の標的臓器となっていることを初めて明

らかにし、GVHDにより卵巣機能不全と不妊が起こることを示した。このことは、

移植前処置で強度の少ないレジメンを使われる、悪性腫瘍ではない疾患で同種造血

幹細胞移植を受ける若い女性患者にとって重要な臨床的意義を持っている。 

 

以上の成績はこの方面の研究に知見を与えた意義ある成果であると考えられる。

本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を

求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について

種々質問を行い、いずれについても適切な回答を得た。 

よって、調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


